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第 4 章

奥むめおにみる複合キャリアの形成過程
戦前の活動を中心として

上村　千賀子

１　問題設定

奥むめお［本名梅尾（むめお）旧姓和田､以下奥と表記］は、1895年に生まれ、

1997年101歳で亡くなるまでの一世紀間、暮らしに根づいた婦人運動・消費

者運動を主導したパイオニア女性である。1916年に日本女子大学校家政学部

を卒業後、社会問題・労働問題に接近し女工を体験する。1919年、詩人奥栄

一と結婚し一男一女（杏一、紀伊）をもうける。翌1920年に新婦人協会理事

に就任して、女性の政治参加を制限する治安警察法第５条改正に尽力する。

その後、婦人参政権運動から離れ、名もない人々の暮らしの中にあってその

要望を引き出し、政治的覚醒を促すための運動を展開する。1923年職業婦人

社を創設、41年まで機関誌『職業婦人』（後に『婦人と労働』、『婦人運動』に

改題）を刊行する。そのかたわら、1928年婦人消費組合協会、30年婦人セツ

ルメント、33年働く婦人の家、を設立して、託児所や夜学、産児制限の指導

など社会活動に邁進する。戦時中は婦人国策委員として公職に従事し、働く

女性の保護に努める。

戦後は戦前・戦中を通じて論じてきた理念や活動を発展させる。1947年に

参議院議員選挙に「政治と台所の直結」を訴えて当選して参議院議員を3期

務め、「生活省」の設置を要望する。議員としての職業活動にあわせて、
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1948年主婦連合会、56年主婦会館を設立して、消費者運動を展開した。

第１図　奥むめおのキャリア形成過程
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奥の人生は、キャリア形成の視点からみると第１図に示すとおり、職業活

動と社会活動が密接に関連をもちつつ並立し、連鎖する複合キャリア形成過

程をたどった事例の一つであるといえる。ここでいう複合キャリアとは、職

業活動とともに社会活動の経験をキャリアの要素として位置づけ、両者の相

互関係を重視し、その過程を考察の対象とする新しい概念である（神田　

2012：４－16）。

本稿では、自伝、『婦人運動』、インタビューなどに基づき、戦前の活動に

焦点を絞ってその軌跡を分析することとする。第一に、生育過程と教育､ 結

婚・家族などキャリアを形成する上での基礎的な要因について検討する。第

二に、参政権運動や暮らしに根づいた女性運動に関わるようになった動機、

何を課題として認識し、どのように立ち向かったかを明らかにする。第三

に、働く女性の支援を目指した職業活動である職業婦人社の設立と『婦人運

動』の刊行の社会的背景とその意義を、第四に、上記の活動から発展し展開

された社会活動として、婦人消費組合協会、婦人セツルメント、働く婦人の

家を取り上げ、これらの活動の特徴と、個人や社会に及ぼした影響を考察す

る。最後に、奥の活動理念における複合キャリアの意義を明らかにする。戦

中・戦後のキャリア形成についてはいずれ別稿で論じる。

奥に関する先行研究は、主題別に概ね以下の六分野に整理することができ

る。①女性参政権運動を中心とした活動（徳座　1999）、②無産家庭婦人と婦

人消費組合協会について（佐治　1980、成田　1982）、③職業婦人社、婦人セ

ツルメント、働く婦人の家の研究（橋本　1984、伊東　1985、伊東　1990、影

山　2003）、④産児調節運動について（志村　2000、橋本　2001、橋本　2003）、

⑤総力戦体制下の活動の研究（鈴木　1986）、⑥母性の視点から戦時と戦後の

活動の連続性に関する研究（成田　1995）。これらはいずれも独創的な知見と

論点を提示しているが、キャリア形成という視角からの研究は管見では見当

たらない。
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２　複合キャリア形成の基底要因

生育過程と教育要因（1895－1919年　０－24歳）

幼少期は､資本主義が発達途上にあり、近代の夜明けを迎えた時代である。

日清戦争後繊維産業を中心に資本主義が発達し、女子労働者が増加した。女

工たちの働く環境は劣悪で、労働条件改善のためのストライキが頻発するな

ど労働運動の高揚がみられたが、1910年の大逆事件をきっかけに労働運動へ

の弾圧が激しさを増し､ 日本社会主義の冬の時代が始まる。一方、1911年に

平塚らいてうらは『青鞜』を創刊し、文学をとおして婦人解放（個人の才能

の発揮・女性の自我の目覚め）と新しい女を主張、大正デモクラシーの萌芽と

なった。

奥は日清講和条約が締結された1895年10月、福井市の裕福な鍛冶屋の長女

として生まれた。父和田甚三郎は子どもの教育に熱心な人で、『青鞜』創刊

号を与え、福井師範附属小学校、県立高等女学校、日本女子大学校へ進学さ

せる。このように恵まれた教育環境の中で文学少女として成長し、雑誌編集

者の道へ進む素養を身につける。母はまは封建的な家族制度のもとで生きた

伝統的な女性で、７人の子どもを産み、33歳の若さで早世した。奥の婦人運

動の底流には、不幸なまま一生を終えた母や同時代の女性に対する同情の念

があり、「産むも産まぬも女の自由」（奥　1988：127-139）と主張して産児調

節運動を続ける遠因となった。母の代わりに、使用人とともに家事万端をこ

なした幼少期の家事労働の体験は、のちに家庭生活の合理化・共同化の理念

の形成に大きな影響を及ぼした。また、そのとき身につけた辛抱強さによっ

て、どんなにつらくても仕事や運動を途中で投げ出すことはなかった。

幼少期を過ごした福井市は繊維産業が盛んな地域である。劣悪な環境の機

織り工場で働く娘たちと身近に接した経験は、労働婦人問題に取り組む原点

となる。

青春時代には、幅広い教養と社会運動の素地が育まれた。1912年に日本女
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子大学校に入学するが、家政学部の良妻賢母主義１の授業に飽き足りず、図

書館で哲学書を読みふける。寮生活で料理の腕を上げ、先輩小橋三四子の

『婦人週報』の料理記事担当として手伝い、編集の技術を覚える。日本女子

大学校では、茅野雅子（青鞜同人）、長沼智恵子（高村光太郎夫人）、上田リウ
（女子大教授、主婦会館理事）等のちに協力者となる友人を得ている。

卒業後1916年、鎌倉で家庭教師の仕事に就く。そのかたわら参禅により自

律を身につけ、女子大学校時代に没頭した観念の世界から離れ、実践の世界

に導かれることとなる。1919年、『労働世界』（主筆加藤勘十）の記者となり、

労働同盟会会員大会で女工問題について演説するなど運動家として頭角を現

す。大杉栄、辻潤、堺利彦等と交流しその影響を受け、無産階級の問題に開

眼する。なかでも注目すべき活動は、1919年23歳の時の富士瓦斯紡績本所大

平町工場（東京市本所区）での女工体験である。そこで目にした女工の生活

の惨状から、奥は、労働・職業婦人は「賃金奴隷」であると認識し、その解

放の必要性を主張するようになる。

結婚・家族要因

1919年、堺利彦の売文社２で翻訳係をしていた詩人・奥栄一と結婚する。

栄一は、社会問題・婦人問題を勉強し、奥の思想形成に大きな影響を与えた

身近な支援者である。奥の家族関係は、「良人も妻も子どももがひとつ宛の

人格として他を足場にせず……伸びて」（奥　1932「家庭の再建問題」『婦人運

動』10-2：5）いくことを理想とした民主的な家族で、封建的な家父長制家族

が大勢を占める当時としては例外的な「プロレタリアの共稼ぎ家族」であっ

た。しかし、やがて性格と人生観の不一致により破綻を迎えることになる。

二人の関係をみると、奥は外向的・楽観的・活動的・実践的・実務的な性格

で経済的に家計を支えたのに対して、栄一は内向的・悲観的・非活動的・思

弁的な理想主義者で、奥を思想的に支援する役割を担ったが、どちらかとい

えば気の弱い性格であったという（奥　1930「手紙三つ」『婦人運動』8-2：

27）。しかし、離婚後も信頼できる友人として、子どもの親としての関係を
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生涯保った。

彼らの子育て・子ども観はどのようなものであったであろうか。奥は常に

子連れで活動し、子どもとのふれあいが仕事の原動力であった。そして、ゆ

くゆくは、子どもたちが彼女の仕事を理解し協力してくれることを望んでい

る（奥　1930「子に依る感謝」『婦人運動』8-3：14）。栄一は、子どもを見守る

相談役としてのぞみ、将来はミレーのように百姓生活の中から芸術家として

の生活を見つけることができるような一人前の技能を持った生産労働者とし

て成長することを期待する（奥栄一　1929「子どもの教育について」『婦人運動』

7-9：25）。多忙を極める生活の中で、実際の子育ては、友人や地方から仕事

を求めて都会に出てきた同居の若い女性たちの協力を得ておこなわれた。生

涯追求した「生活の共同化」は、このような奥自身の「母子家庭」という現

実生活の必要に深く根ざしていたのである。

３　婦人参政権運動から婦人運動の後衛への方向転換
（1920－22年　25－27歳）

第一次世界大戦後欧米諸国での婦人参政権実現の影響を受け、1920年、平

塚らいてうの呼びかけで参政権獲得を目的に設立された新婦人協会の理事

に、平塚らいてう、市川房枝とともに就任する。主婦として執筆活動に専念

する生活を望み、いったん平塚の申し出を固辞するが、夫栄一の説得で新婦

人協会に参加する意志を固めたのである。平塚は奥について栄一が評した

「黙して語らざること石のごとき女」が運動に必要であると考えたのである。

その期待に違わず、平塚と市川が運動から離れた後も協会の活動を継続し、

国会議員に対する請願運動を子連れで展開する。

1921年に日本最初の女性の社会主義者団体「赤瀾会」を結成した山川菊栄

は、新婦人協会の運動を「労して益無き議会運動」（山川　1921：136）と批

判するが、これに反論し、大衆婦人覚醒のための団結を呼びかける（奥　

1921：150-153）。運動の結果、男子同様に女子が政談集会に参加する自由と

権利を求める治安警察法第五条中一部改正、花柳病男子の全治まで結婚を禁
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止する法律の制定が実現し、日本の女性運動史上に大きな足跡を残した。

しかし、治警法第５条改正を成し遂げても奥の気持ちは晴れなかった。女

性たちは何の変化も感じず、日々の生活におわれていた。そのときの気持ち

を次のように記している。

「私たちの運動は婦人大衆の要望を満たすものではなかった。……議会運

動とはなんとむなしい、寂しいものであったろう」（奥　1988：71）。

このような現実を憂い、貧乏と無知を退治して、すべての女性が婦人参政

権を欲し、政談演説を聞きたいと思える生活の基盤をつくる実践的な活動こ

そが必要だと痛感し、1922年、新婦人協会解散を機に参政権運動から離れ、

「婦人運動の後衛」（奥　1988：101-102）へと方向転換を図り、暮らしに根ざ

した活動に邁進することになる。

４　職業活動

職業婦人社の設立と『婦人運動』刊行（1923－41年　28－46歳）

その第一歩が、翌1923年４月に下中弥三郎（平凡社創設者・社長）のすす

めで始められた職業婦人の支援を目的とする職業婦人社の設立である。機関

誌『職業婦人』（後に『婦人と労働』『婦人運動』に改題）を出版する職業婦人

社の活動は、奥個人にとって生計をたてる手段であると同時に「学校外の教

育運動による生活闘争の一つ」（橋本　1984：34）であった。

職業婦人社の設立は時代の流れに沿った社会的要請でもあった。一つには

資本主義の発達を背景に近代家族が成立しつつあり、都市中間層の産育に対

する行動に変化が生じ、女性も自分の労働によって自立して生きる可能性が

拓かれつつあった。二つには、1910年頃から、知識・技術を必要とする「身

ぎれいな仕事」の職業婦人（小学校教員、タイピスト、事務員、交換手、看護

婦など）が登場し、関東大震災後急増したことである。しかし、低賃金のた

め経済的に自立できず、家計補助的地位にあった。奥はこのような職業婦人

の課題を解決するために、既存の「家」「村落共同体」に代わる「共同生活」
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の理念を提示し、その実現に向けたさまざまな活動を試みたのである。三つ

には、婦人雑誌の刊行ラッシュである。商業主義によって発行部数を伸ばす

雑誌が大勢を占める中にあって、自己資金と維持会員の会費と広告代によっ

て、進歩性を保持した『婦人運動』編集に努める３。その後、職業婦人団体
（婦人タイピスト協会、看護婦会、助産婦同盟等）と連携し、その機関誌とする

ことによって購読者層の増加を企てる。経営は依然として苦しかったが、社

会主義を標榜した婦人の機関誌としてはどうかという堺利彦からの誘いを断

り、いかなる主義・主張にも拘束されない「イズム」からの自由に固執した。

1925年の『婦人運動』への改題は、職業婦人対象の啓蒙雑誌から、無産家

庭婦人、女工、女中、娼妓、学生などより広い範囲の一般無産婦人のための

運動の準機関誌への転身を意図したものであった。機関誌は、著名人男女に

よる寄稿欄と全国の働く女性からの投稿欄によって構成されており、９割を

占める地方の購読者へ最新の知識や情報を提供したので、女性の運動の羅針

盤、購読者同士の交流と心のよりどころでもあった。このように、『婦人運

動』は、1941年の雑誌統合による終刊まで、地域リーダー輩出とネットワー

ク形成の媒体としての機能を果たしたのである。

５　社会活動

女性による女性のための運動̶婦人消費組合協会運動（1925－30年　30－

35歳）

職業婦人社の運営のかたわら、無産婦人運動に関心をもつようになる。参

政権運動と家事育児の両立の困難を自ら体験したことから、無償労働を強い

られる家庭婦人は「家庭奴隷」であると認識するようになったことが無産婦

人運動へ傾倒していった動機だと述べている。奥によれば、無産婦人とは、

結婚していようとしていまいと働かなければ食べてゆけない人をいい、中産

階級の主婦である有産婦人と区別する。そして、無産婦人運動は女性が「ほ

んとうの、自分自身に立ち返る運動」であるとして、既成政党への請願活動
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を繰り返す婦選運動とは一線を画すようになる。

1925年、新居格（消費組合運動のリーダー、戦後初の杉並区長）のすすめで

消費組合西郊共働社に参加して消費組合運動について学ぶ。1928年に「消費

組合運動は家庭婦人にとって一番しっくりいく運動」（奥　1928「婦人消費組

合協会について」『婦人労働』6-5：12-16）であると確信して、「女性の手によ

る女性のための」婦人消費組合協会を赤松常子、丸岡秀子とともに設立し委

員長に就任する。山川は奥の婦人消費組合運動について「資本主義の根本に

ふれず、無産者運動から独立した体系で発達させるやいなや、……資本主義

社会機構の補助的構成要素に堕する」（山川　1928「無産婦人としての警戒」『婦

人運動』6-5：27-28）と批判するが、階級闘争よりも消費生活の合理化こそが

資本主義に対抗する有効な方法だと主張し、党派を超えた無産婦人運動の統

一を訴える。しかし、男性が主導する無産政党の党派的分裂の影響を受けて

無産婦人運動も分裂、1930年、設立２年目にして協会は解散を余儀なくされ

る。この経験は、無産政党の男性指導者に対する反感を抱かせ、男性に依存

しない自律した婦人運動を確立する意志を一層強固なものとさせる結果と

なった。

1931年に満州事変が勃発し、国家総力戦体制進展下で穏健派の婦人団体は

国策に沿った活動に舵を取るが、このような穏健派と急進派婦人団体の両者

を批判し、「婦人運動の後衛」として日常生活に根を張った社会変革への道

を目指すようになる。解散を余儀なくされた婦人消費組合協会の活動は戦後

「生活を政治に結びつける」という明確な目標を掲げた主婦連合会に引き継

がれることとなる。

生活の合理化・共同化の実現―婦人セツルメント活動（1930－44年　35－

49歳）

1930年、『婦人運動』からの収益や寄付を元手に、東京市本所区林町に婦

人セツルメントを設立し、生活に根を張った社会革命の道を切り開く新たな

試みにのりだす。職業婦人社の事務所を移転し、同社の仲間（子持ちの母親）
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と６人、保母３人で託児部を中心とした共同隣保事業を始めたのである。婦

人セツルメントの設立はなによりも離婚後の奥自身の実生活上の逼迫した必

要に根ざしていた。開設の動機を次のように述べている。

さしあたり、自分の時間と金子がほしかった。安く買い物がしたかった、

手近いところに子どもを預ける場所がほしかった、達者で働いていてさえ

暮らしに追われている一人として、達者で働ける間はともかく、せめて病

気のとき妊娠分娩のときだけでも心から暢々と休めるやうな（ママ）安心

がほしかった、避妊堕胎の自由がほしかった……最もありふれた婦人の一

人として、まずしい母おやとして、職業を持つ労働婦人として、自分と同

じような境遇にある婦人たちに呼びかける消費組合の仕事、職業婦人の協

会、セツルメントの事業などにだんだん深入りしていきました（奥　1932

「新たなる建設に備へて」『婦人運動』10-4：5）。

奥が追求した婦人セツルメントとは、天下り式ではなく下からの社会改造

運動、社会教育機関であり、「婦人が働きつつ学び、学びつつ広い社会に働

きかける所、婦人の社会学校、あるいは道場」である。運営は自治と協力主

義に基づき、「才能のある人は才能を、金子のある人は金子を、暇のある人

は労力を」（奥　1988：135）出しあい、誰かが中心になって誰かを雇うとい

う雇用関係ではなく、平等な関係を保ちつつ協力することを方針としてい

る。保育所には、男爵からおやつ会員、子ども好きの青年まで多様な人々が

協力した。資金は維持会員からの寄付、事業収益や奥の講演料で賄われた。

事業は、託児、相談事業（保健指導・妊娠調節）、夜間女学部（高等女学校

程度の内容で、実際に役に立つ教育）、職業相談、和洋裁・授産と友愛部、母

の会消費組合、子どもクラブ、宿舎提供、実習生養成、講習会等多岐にわた

り、子もちの職業婦人、自営業従事者、内職・パートの底辺労働者の主婦等

幅広い層を対象としていた。一人週に１日働きあう社会事業として始める

が、人事、経済面で困難が多く、結局奥が「最後の一人」として責任をとる

ことになる。奥にとって、職業婦人社の『婦人労働』は理論と全国的なネッ

トワーク形成の場、婦人セツルメントは理論を実践に移す場であって、両者
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は車の両輪であった。

奥の実践活動に常に手厳しい批判を繰り返してきた山川菊栄ではあるが、

婦人セツルメントについては、「政治的階級的色彩を避けているだけに保守

的なもの」と留保しつつも、「同時にまた一方上層かつ右翼的婦人政治団体

との関連がなく、働く婦人の自主的な団体である限りに於いて、進歩的な役

割をもつとかんがえます。……ここの孤立した無力な職業婦人に共同の利害

と協力の必要を悟らせる上で有益な仕事であるとして、広範な職業婦人層が

反動勢力に押し流されるのを防ぐ障壁としての進歩的役割に期待している」
（山川　1934「婦人セツルメントに就いて」『婦人運動』12-4：59）と評価している。

1938年に母子保護法の制定に伴い母子ホームが併設され、婦人セツルメント

の活動は拡充される。

働く婦人の自主的活動の支援―働く婦人の家（1933年－44年　38－49歳）

奥の社会活動は婦人セツルメントにとどまらなかった。働く婦人の自発的

社会活動を奨励し、彼女たち自身による働く婦人の家の設立を支援し、その

ネットワーク化を試みる活動へと広がっていった。きっかけは、1927年に職

業婦人社の基盤拡充を目的に、図書雑誌新聞閲覧室、共同炊事・共同洗濯場、

簡易宿泊施設を備えた娯楽休憩の場としての「職業婦人の家」の建設を提案

し、募金活動を開始したことにある（奥　1927「近事三題」『婦人運動』5-7：

118-120）。1933年、職業婦人社の活動に共鳴する未婚の職業婦人たちが大阪

働く婦人の家（ひまわり会）を自主的に設立した。続いて1935年に東京働く

婦人の家（千草会）が設立される。働く婦人の家は、自発的な相互協力によ

り施設を充実させ、技能を互いに教え、学びあう機関で、教養的な科目、地

位向上に資する科目、転職など職業に関する科目を学び、家庭生活と両立さ

せる職業人としての確立をめざした。大阪、東京についで、福井（みゆき会）、

名古屋（葵会）、京都（勤労婦人協会）、広島（みのり会）がつくられ、奥はそ

の協力者・助言者となって支援する。一時活発な活動を展開したが、しか

し、働く婦人の家の設立にみられた女性たちの知的向上の意欲、自分の世界
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を広げたいというひたむきさは十分生かされることがなく、やがて戦争体制

に突入したときに、国家への奉仕のエネルギーとして吸い取られる危機をは

らんでいた。

職業婦人問題から無産家庭婦人問題へと活動を拡充するに当たり、奥が力

点をおいたのは、家族制度の改革よりも消費生活を中心とする生活様式の改

革、すなわち家庭生活の合理化と共同化であった。また、子どもは家庭や親

たちを離れた独自の活動の場を必要とする存在であるという子ども観にた

ち、託児所、学習会、少年少女会を組織している。規模は小さいながらも、

婦人セツルメントや働く婦人の家は、家庭の枠を超えた家事・育児の社会

化・共同化を実現し、都市住民の連帯を前提にした都市における産育と生

活・学習のための共同体を創出したのである。

６　奥における活動理念と複合キャリア形成の意義

奥における活動理念の特徴として、以下７点を挙げることができる。

第一は、生活の視点の重視である。無名の人々の自覚を促し、自らが主体

となって新しい社会を創造することが必要であると考え、「実感からきた生

きた要求」を引き出すために大衆と共に歩みその生活の中から発想を生み出

した。

第二に、婦人運動についてのとらえ方である。奥にとって婦人運動の真の

目的は社会運動や無産運動と密接な関連でとらえられており（奥　1925「『婦

人運動』と改題に就いて」『婦人労働』3-8：1）、「家庭奴隷」である無産家庭婦

人と「賃金奴隷」である職業婦人は、共に自立性を奪われた人間以下の惨め

な存在であるとして両者の解放をめざした４。

第三は、ジェンダーに関する先見的な知見により、職業活動による経済的

自立の重要性を主張したことである。奥は性別役割分業を男女の階級的差別

であると次のように指摘する。「たんに性別による分業的な立場の相違を持

つだけではなく、むしろ階級的な相違を以て、一方は隷属し、他方は支配し
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つつ、この変態的な社会を形成してゐる（ママ）」（奥　1924「認められぬ婦人

の動き」『婦人と労働』2-6：2-5）。奥が職業と社会活動の両立に固執した理由

として、新婦人協会の運動と「家庭生活」の矛盾・衝突という性別役割に由

来する個人的体験をあげていることは注目すべきである。

加えて第四に、良妻賢母主義は女性の経済的自立を否定する規範であると

批判して、「昔の良妻賢母主義は、女の経済的独立の必要を考えません。わ

たしは、家庭を以て世の中を見ることができたから、そのような危険思想か

ら脱却できた」（奥　1930.2「手紙三つ（わが身辺の記）」『婦人労働』8-2：25）

のだと述べる。

第五に、女性差別の原因を無償労働に求め、女性の価値を高める方途は、

家事労働に生命生産の意義を復権し社会的価値を付与すべきだと主張する。

職業婦人の課題は、職場での労働条件の改善もさることながらそれにもまし

て、帰宅後の職業人の私的生活＝家庭生活問題の解決であって、既婚未婚を

問わず働かなければ食べていけない無産家庭婦人の課題と通底しているとす

る。「婦人生活の基本は母性の生活である」という持論はここから導き出さ

れているが、職業と家庭生活の両立にとって夫の家事分担が必要であるとい

う働く婦人の声に耳を傾けることにより、奥の家庭内の性別役割観は流動化

へと変化する。

第六に、女性の自発的な社会活動の意義を説き、社会形成に参画すること

を奨励していることである。家庭婦人にとっての社会活動の効用は、仕事の

合理化・能率化をすすめ、広く社会を知ることにより自律を確立することが

できることにある。職業婦人では、職業生活の倦怠を救い､ 職業問題を解決

に導くことができるとしている。

以上のことから、奥の活動理念は複合キャリア形成の提唱そのものである

といえる。

最後に、奥がキャリア形成の過程で紡いできた仲間との関係性について述

べたい。活動に際して最も重視したのは、自律した個人の平等な関係に基づ

いた仲間との連携・協力である。婦人セツルメントでは、適役の人が金子の
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かからない仕事から始めること、収入になる仕事に着手すること、誰かが中

心になって、誰かが雇って、という雇用関係ではなく平等な関係を保ちつつ、

協力する。そして、個人の不幸と怒りとを社会的に解決しようと協力する

心、その心の繋がりがあって初めて婦人運動が成り立つ。加えて、金子、地

盤、社会的地位よりも必要なのは明確な理念であり、男性を含む仲間や他の

組織・団体との対等な連携であると確信し、これを実行に移した。キャリア

形成の節目には常に男性による知的・経済的支援が存在していることは注目

すべきである。

奥は、社会的に、家庭の枠を超えた家事・育児の社会化・共同化をすすめ、

自立・自律した住民の連帯を前提にした都市における産育と生活・学習のた

めの共同体を創出した。同時に、個人として、子育てと職業活動と社会活動

の鼎立の苦難を乗りきって進むことができたのは、婦人セツルメントや働く

婦人の家に参集した人びととの連携と協力の賜であったのである。

注
１ 良妻賢母主義は1899年高等女学校令制定以降普及した性別役割に即した女性

の規範。
２ 売文社（ばいぶんしゃ、1910年12月－19年３月）は赤旗事件の刑期を終えて

出獄した堺利彦が、大逆事件後の「社会主義冬の時代」に生活費を稼ぎ、同時に、

全国の社会主義者間の連絡を維持・確保するために設立した、代筆・文章代理

を業とする団体。
３ 職業婦人社の維持会員には下中弥三郎、芥川龍之介、菊池寛、嶋中雄作、片

山哲など著名人200人が名を連ねている。
４ 一方、市川房枝は婦人運動を社会運動と区別し、婦人運動の目的を婦人の自

立と男女同等の機会獲得に限定した。山川菊栄は階級闘争による資本主義打倒

を男女平等達成の前提条件としており、奥の婦人運動の理念や戦略は市川、山

川とのそれとは異なっていた。
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